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長
崎
会
場

第
四
十
九
回
全
建
総
連
大
会

第第
四四
十十
九九
回回
全全
建建
総総
連連
大大
会会

山口県

１１月

秋
期
拡
大
行
動
展
開
中

十
月
二
十
五
日
�
、
二
十
六

日
�
の
二
日
間
、「
２
０
０
８

ま
ち
づ
く
り
総
合
住
宅
フ
ェ

ア
」
が
、
お
く
ん
ち
広
場
（
長

崎
市
元
船
町
）
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

Ａ
ｃ
ｅ

ｉ
ｔ

Ｎ
ａ
ｇ
ａ

ｓ
ａ
ｋ
ｉ
（
旧
長
崎
官
公
需
業

者
会
）
を
は
じ
め
、
中
小
建
設

業
協
会
、
建
設
長
崎
は
、
仕
事

確
保
の
一
環
と
し
て
参
加
し
、

親
子
木
工
教
室
（
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
チ
ェ
ア
作
り
）
や
、
柱
を
押

し
て
耐
震
工
事
の
効
果
を
体
感

で
き
る
木
造
軸
組
（
ゆ
れ
ゆ
れ

君
）
を
製
作
し
て
の
耐
震
実
験
、

上
棟
式
で
の
も
ち
ま
き
等
は
、

訪
れ
る
方
々
に
大
変
好
評
で
し

た
。本

年
度
は
、
二
日
目
に
あ
い

に
く
の
雨
模
様
と
な
り
、
訪
れ

る
親
子
連
れ
も
例
年
よ
り
少
な

い
状
況
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も

出
展
ブ
ー
ス
の
中
で
は
一
番
の

大
に
ぎ
わ
い
で
、
十
分
に
Ｐ
Ｒ

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
森
）

十
月
十
二
日
�
、
天
気
に
恵
ま
れ
た

晴
天
の
島
瀬
公
園
で
『
住
ま
い
る
フ
ェ

ス
タ
２
０
０
８
in
佐
世
保
』
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

佐
世
保
支
部
協
会
、
佐
世
保
官
公
需

業
者
会
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
参
加
し

た
ブ
ー
ス
の
前
に
は
、
前
日
の
作
業
で

準
備
し
た
竹
と
ん
ぼ
な
ど
の
木
工
細
工

や
、
く
ぎ
打
ち
体
験
の
ス
ノ
コ
が
ず
ら

り
と
並
び
、
覗
き
込
ん
で
い
く
お
客
さ

ん
も
懐
か
し
の
竹
細
工
や
、
ス
ノ
コ
の

く
ぎ
打
ち
に
熱
中
し
て
い
る
様
子
で
し

た
。例

年
大
好
評
を
博
し
て
い
る
建
家
か

ら
の
モ
チ
撒
き
は
、
多
く
の
人
に
モ
チ

が
行
き
渡
る
様
に
モ
チ
を
増
量
。

午
前
、
午
後
二
回
の
モ
チ
撒
き
の
前

に
な
る
と
何
処
か
ら
か
集
ま
っ
た
人
で

公
園
が
埋
め
尽
く
さ
れ
、
準
備
し
た
モ

チ
も
あ
っ
と
い
う
間
に
無
く
な
る
人
気

で
、
住
宅
フ
ェ
ア
の
定
着
ぶ
り
が
伺
え

る
よ
う
な
一
日
で
し
た
。

（
小
野
）

「
建
設
不
況
打
開
、
総
選
挙
に
勝
利
し

社
会
保
障
の
後
退
を
阻
止
し
よ
う
�
」

中
央
執
行
委
員
に
相
川
執
行
委
員
長
再
任

―
―
功
労
者
表
彰
永
野
寿
昭
氏
―
―

全
建
総
連
第
四
十
九
回
定
期

大
会
が
、
十
月
十
五
日
�
か
ら

十
月
十
七
日
�
の
三
日
間
、
山

口
県
「
山
口
市
民
会
館
」
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
五
十
三
県
連
・
組
合
か

ら
一
、
六
〇
三
名
の
参
加
で
し

た
。第

一
日
目
は
、
伊
藤
義
彰
中

央
執
行
委
員
長
が
、
建
設
不
況

の
現
状
を
「
崖
っ
ぷ
ち
に
立
た

さ
れ
た
苦
し
い
状
況
だ
。
仲
間

の
仕
事
と
命
に
か
か
わ
る
こ
の

危
機
的
打
開
に
向
け
全
建
総
連

と
し
て
組
織
の
総
力
を
挙
げ
、

全
力
で
奮
闘
し
て
い
く
」
と
あ

い
さ
つ
。
来
賓
紹
介
に
続
い
て

第
四
十
八
年
度
の
経
過
報
告
・

財
政
決
算
報
告
・
会
計
監
査
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

第
四
十
九
年
度
運
動
方
針
案
と

一
般
会
計
予
算
案
の
提
案
が
あ

り
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
あ
り

ま
し
た
。

二
日
目
は
、
十
一
の
分
科
会

に
分
か
れ
て
各
専
門
部
の
議
案

に
つ
い
て
の
討
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

建
設
長
崎
か
ら
参
加
し
た
代

議
員
九
名
と
一
般
参
加
六
名
も

各
分
科
会
に
分
か
れ
て
参
加
し

ま
し
た
。

最
終
日
の
三

日
目
は
、前
日
に

行
わ
れ
た
分
科

会
の
議
長
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
建
設
長
崎
が

議
長
を
務
め
た
第
一
分
科
会
の

社
会
保
障
対
策
部
で
は
、
特
定

検
診
や
保
健
指
導
へ
の
助
成
金

や
医
療
保
険
制
度
一
元
化
に
反

対
す
る
意
見
が
集
中
し
、
西
平

博
之
執
行
委
員
が
議
長
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
の
本
会
議
で
は
、

「
建
設
不
況
打
開
、
総
選
挙
に

勝
利
し
、
社
会
保
障
の
後
退
を

阻
止
し
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
�
社
会
保
障
の
改
悪
を
阻
止

し
、
改
善
を
勝
ち
取
る
闘
い
�

労
災
補
償
の
拡
充
と
安
全
衛
生

対
策
・
雇
用
改
善
の
闘
い
�
賃

金
の
引
き
上
げ
、
労
働
条
件
改

善
の
運
動
な
ど
を
柱
と
す
る
第

四
十
九
年
度
方
針
案
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

功
労
者
表
彰
で
は
、
建
設
長

崎
か
ら
永
野
寿
昭
さ
ん
が
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

新
年
度
の
役
員
は
、
伊
藤
委

員
長
が
勇
退
さ
れ
、
杉
本
義
忠

新
執
行
委
員
長
が
就
任
。
古
市

良
洋
書
記
長
が
再
任
さ
れ
ま
し

た
。
建
設
長
崎
か
ら
相
川
哲
男

執
行
委
員
長
が
中
央
執
行
委
員

に
選
出
（
再
任
）
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
に
未
加
入
の
方
を

ご
紹
介
下
さ
い

組
合
は
、
現
在
秋
期
の
拡
大

行
動
月
間
中
で
す
。

各
支
部
で
は
夜
間
行
動
や
分

会
会
議
等
を
実
施
し
な
が
ら
拡

大
目
標
達
成
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

こ
の
厳
し
い
と
き
で
は
あ
り

ま
す
が
、
組
織
拡
大
が
諸
要
求

を
叶
え
る
大
き
な
力
と
な
る
こ

と
を
改
め
て
認
識
し
、
仲
間
を

増
や
す
取
り
組
み
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

「
建
設
長
崎
」
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
に
、
支
部
で
は
毎
月

一
回
宣
伝
カ
ー
に
よ
る
街
宣
行

動
を
実
施
中
で
す
。
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労働災害の撲滅をはかり
健康で安心して働ける
職場づくりに邁進しよう

～各会場、親子木工教室、上棟式で大にぎわい～
佐
世
保
会
場

11

功労者表彰・永野寿昭氏

５３県連組合から１，６０３人が参加

各支部、毎月街宣パレードを実施
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十
月
十
九
日
�
毎
年
恒
例
の

「
建
設
長
崎
組
合
員
家
族
慰
安

大
運
動
会
」
が
長
崎
市
琴
海
北

部
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
、

中
村
副
委
員
長
開
会
宣
言
の
あ

と
、
市
内
青
年
部
に
よ
る
大
会

旗
の
入
場
・
掲
揚
、
そ
し
て
昨

年
優
勝
の
大
浦
支
部
の
北
村
五

男
さ
ん
に
よ
り
聖
火
台
に
聖
火

が
灯
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
相
川
執
行
委
員
長

の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
あ
い
さ

つ
・
紹
介
が
行
わ
れ
た
後
、
佐

世
保
中
央
支
部
の
青
年
部
長
大

島
和
敏
さ
ん
が
力
強
く
選
手
宣

誓
を
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
競
技
上
の
注
意
事

項
、
準
備
運
動
を
行
い
競
技
開

始
と
な
り
ま
し
た
。

午
前
中
の
競
技
は
幼
稚
園

児
・
小
学
生
に
よ
る
五
〇
�

走
・
一
〇
〇
�
走
や
技
能
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
各
種
リ
レ
ー
の
予

選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昼
休
み
に
は
、
建
設
長
崎
職

人
太
鼓
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
力

強
い
太
鼓
演
奏
が
披
露
さ
れ
、

ま
た
、
佐
世
保
中
央
支
部
の
若

獅
子
連
「
匠
」
の
皆
さ
ん
に
よ

る
華
麗
な
よ
さ
こ
い
踊
り
が
披

露
さ
れ
、
運
動
会
を
一
層
盛
り

上
げ
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
恒
例
の
む
か

で
競
走
や
障
害
物
競
走
、
子
供

達
に
よ
る
玉
入
れ
、
そ
し
て
各

種
リ
レ
ー
の
決
勝
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
各
支
部
か
ら
も
、
ひ

と
き
わ
大
き
な
声
援
が
な
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
各
表
彰
が
行
わ

れ
た
後
、
相
川
委
員
長
の
講
評

を
受
け
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
、

最
後
に
工
藤
副
委
員
長
の
閉
会

の
言
葉
で
組
合
員
慰
安
大
運
動

会
は
終
了
し
ま
し
た
。

建建設設長長崎崎

組組組合合合員員員家家家族族族慰慰慰安安安
大大 運運 動動 会会

平平平成成成２２２０００年年年度度度

ホットプレート

自 転 車

電気まほうびん

特賞
大当り！

グリルなべ

秋秋晴晴れれにに恵恵ままれれ
８８６６１１名名のの参参加加！！

各種リレー成績
●支部対抗リレーの部

優勝 東長崎支部

２位 佐世保東支部

３位 佐世保中央支部

●青年部対抗リレーの部

優勝 佐世保東支部

２位 大村支部

３位 東長崎支部

●主婦会対抗リレーの部

優勝 西彼支部

２位 諫早支部

３位 佐世保中央支部

組合の活性化を図り、
組織拡大・内部強化を実現しよう！

聖火

島原支部 中村圭佑君

大
村
支
部

原
口
フ
サ
エ
さ
ん

佐世保東支部 柳 初美さん

中央支部 馬渡鉄之介君

組組合合のの活活性性化化をを図図りり、、
組組織織拡拡大大・・内内部部強強化化をを実実現現ししよようう！！

相川委員長あいさつ

玉入れは、私たちの得意分野だよ ▲玉入れ

ドドーン
と気合を
入れて

県、国会議員、県・市議等、多くの来賓が駆けつけてくれた開会式

▲ケツ圧競走
お尻の重さじゃなく、
反動で風船割り

澄澄みみわわたたっったた秋秋空空のの下下、、子子供供達達のの元元気気なな１１００００��走走

１、２、１、２、誰、押してるのは？ ムカデ競走

表 彰 式

たくましい青年の手によって大会旗入場

青年部対抗リレー表彰式

このボール、真っ直ぐいかんとよ
雨の中のふたり

力力強強くく堂堂々々とと
選選手手宣宣誓誓

私私もも僕僕もも頑頑張張っってて走走っっててまま～～すす。。

主婦会対抗リレー表彰式

飴食い競走

巧みな踊りを披露
する、若獅子連「匠

」

どう、この走り、かっこいいでしょ

技能オリンピック
釘打ちはお手のもの

南南のの島島かかららもも応応援援団団駆駆けけつつけけるる��

支部対抗リレー優勝 東長崎支部の皆さんと

微妙な判定かな……。

ヤヤッッタターー！！

口
い
っ
ぱ
い
に

喜
び
一
杯
の
一
等
賞

オ
レ
達
、
頑
張
っ
た
ゾ
。
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中
央
支
部

大
村
支
部

木造建築物作業主任者講習開催のお知らせ木造建築物作業主任者講習開催のお知らせ

会 場
建設長崎県北総合会館
佐世保市大黒町５３４－１８
TEL ０９５６－３２－３２００

日 程
平成２１年１月２２日�～
平成２１年１月２３日�（２日間）
午前９時００分～午後５時００分
（受付開始午前８時３０分より）

地 区
佐世保地区

九
月
二
十
六
日
、
心
地
よ
い

秋
晴
れ
の
も
と
浦
上
西
支

部
主
婦
会
で
は
「
伊
王
島
」
へ

の
日
帰
り
親
睦
旅
行
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
の
企
画
は
数

カ
月
前
か
ら
計
画
し
て
い
ま
し

た
が
、
天
候
等
の
関
係
で
延
び

の
び
と
な
っ
て
い
て
、
や
っ
と

こ
の
日
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

旅
先
の
伊
王
島
へ
は
、
参
加

者
七
名
全
員
が
初
め
て
行
く
人

ば
か
り
で
期
待
に
胸
躍
ら
せ
な

が
ら
船
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。

船
か
ら
見
渡
す
長
崎
港
は
、
あ

ら
た
め
て
素
晴
し
く
感
動
し
ま

し
た
。

伊
王
島
に
着
く
と
、
海
を
一

望
で
き
る
会
場
で
さ
っ
そ
く
昼

食
。
支
部
主
婦
会
の
昔
話
で
盛

り
上
が
り
な
が
ら
、
美
味
し
く

料
理
を
頂
き
ま
し
た
。
食
事
の

後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
お
風
呂
に

入
っ
た
り
、
散
歩
し
た
り
ゆ
っ

く
り
と
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
の
旅
行
で
、
ま
す
ま
す
心

通
じ
合
い
お
互
い
身
近
に
感
じ

た
一
日
で
し
た
。

今
後
は
、
月
に
一
回

い
ろ
ん
な
計
画
を
立
て

て
実
施
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
浦
上
西
支

部
主
婦
の
皆
様
、
ぜ
ひ

ご
参
加
下
さ
い
。

（
道
端
ナ
ミ
子
）

〜
ふ
か
ふ
か
の

ま
ん
じ
ゅ
う
が
出
来
上
が
り
〜

十
月
八
日
中
央
支
部
に
於
い

て
、
主
婦
会
の
ま
ん
じ
ゅ

う
作
り
を
十
三
名
の
参
加
で
開

催
致
し
ま
し
た
。

八
日
は
、
長
崎
く
ん
ち
の
な

か
日
で
、
蛇
踊
り
等
大
変
に
ぎ

わ
っ
て
居
ま
し
た
。

今
回
の
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
は
、

三
回
目
な
の
で
さ
す
が
に
皆
さ

ん
慣
れ
て
い
て
、
手
順
良

く
作
っ
て
い
き
ま
す
。

あ
っ
と
い
う
ま
に
一
回

目
の
ま
ん
じ
ゅ
う
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。

ま
ず
ふ
か
ふ
か
の
出
来

た
て
の
ま
ん
じ
ゅ
う
を
か
ぶ
り

つ
き
ま
し
た
。

皆
ん
な
、
お
い
し
い
お
い
し

い
の
連
発
で
、
と
っ
て
も
幸
福

そ
う
で
し
た
。

そ
の
後
、
次
か
ら
次
へ
と
酒

ま
ん
じ
ゅ
う
が
た
く
さ
ん
出
来

ま
し
た
。

お
昼
は
、
皆
さ
ん
が
作
っ
て

来
て
下
さ
っ
た
、
お
に
ぎ
り
等

を
い
た
だ
き
な
が
ら
お
し
ゃ
べ

り
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

お
ま
ん
じ
ゅ
う
の
お
み
や
げ

を
い
た
だ
い
て
、
又
来
年
も
十

月
八
日
に
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
を

し
ま
し
ょ
う
と
、
約
束
し
て
解

散
し
ま
し
た
。

と
っ
て
も
楽
し
い
酒
ま
ん

じ
ゅ
う
作
り
の
一
日
で
し
た
。

（
馬
場
ヒ
ロ
子
）

―
季
節
の
野
菜
で
お
い
し
い
料
理
が
完
成
―

十
月
九
日
�
大

村
支
部
事
務

所
で
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。

主
婦
会
十
名
が
集

ま
り
季
節
の
野
菜

を
使
い
、
�
な
す

の
味
噌
だ
れ
�
な

す
の
挟
み
揚
げ
�

大
豆
の
五
食
煮
�

さ
つ
ま
い
も
の
イ

ガ
グ
リ
、
又
、
大

豆
を
使
っ
て
豆
乳

を
作
り
、
お
か
ら

は
味
噌
汁
に
し
て

食
べ
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
料
理
も
皆
さ
ん
の
手

さ
ば
き
に
よ
っ
て
、
一
時
間
半

で
完
成
。
す
ば
ら
し
い
料
理
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

で
作
っ
た
料
理
は
格
別
お
い
し

く
、
い
ろ
ん
な
話
し
が
飛
び
交

い
、
満
足
し
た
皆
さ
ん
の
顔
を

見
て
指
導
者
の
私
も
大
満
足
で

し
た
。
そ
の
後
、
今
後
の
活
動

の
話
し
合
い
を
し
、
楽
し
い
時

を
過
ご
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

（
レ
シ
ピ
は
大
村
支
部
事
務
所

に
置
い
て
ま
す
の
で
必
要
な
方

は
連
絡
を
…
…
）（

大
安
米
子
）

十
月
二
十
六
日
�
、
も
り
や

ま
寄
欒
音
ま
つ
り
に
参
加

し
、
包
丁
研
ぎ
、
竹
と
ん
ぼ
作

り
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
曇
り
で
肌
寒
い
中
、

雨
が
降
ら
な
い
か
と
心
配
し
な

が
ら
の
開
会
で
し
た
。
天
気
の

せ
い
か
出
足
が
鈍
く
、
お
昼
ま

で
に
百
二
十
二
本
の
包
丁
を
研

ぎ
上
げ
ま
し
た
。
昼
前
か
ら
降

り
出
し
た
雨
が
昼
食
時
に
は
ひ

ど
く
な
り
、
午
後
か
ら
の
包
丁

研
ぎ
は
中
止

に
。
そ
の
代

わ
り
、
竹
と

ん
ぼ
の
作
成

で
は
、
童
心

に
返
っ
て
、

小
刀
を
握
り

締
め
、
た
く

さ
ん
の
竹
と

ん
ぼ
を
作
り

上
げ
、
道
行

く
子
供
た
ち

に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
い
ま

し
た
。

森
山
分
会
の
皆
さ
ん
、
支
部

の
役
員
の
皆
さ
ん
、
雨
の
中
、

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
池
田
）

～包丁とぎ、竹とんぼ作り～

住
宅
デ
ー
参
加
者
（
敬
称
略
）

森
崎

晴
茂

樋
口

義
雄

田
崎

義
光

中
尾

守

東

孝
弘

金
集

伸
一

佐
藤

忠
吉

土
井

幸
一

草
野

幸
正

井
手

保
雄

松
崎

雅
之

上
町

三
男

佐
藤

繁
幸

前
田

稔

山
崎

貞
博

曽
根

豊
次

中
村

太
司

辻

継
則

相
川
委
員
長

田
上
書
記
長

木木造造建建築築物物作作業業主主任任者者講講習習開開催催ののおお知知ららせせ
現場作業に必要な標記の講習会を次の要領で開催します。是非、受講されますよ
うお知らせします。尚、１０名以下の場合は、延期する場合もあります。
開催日及び会場

受講資格
� 木造建築物の構造部材の組立て又はこれに伴う屋根若しくは外壁下地の取付け
作業（次号において「構造部材の組立て等の作業」という。）に３年以上従事
した経験を有する者

� 学校教育法による大学、高等専門学校又は高等学校において土木又は建築に関
する学科を専攻して卒業した者で、その後２年以上構造部材の組立て等の作業
に従事した経験を有するもの

� その他労働大臣が定める者
講習科目
イ．木造建築物の構造部材の組立て、屋根下地の取付け等に関する知識
ロ．工事用設備、機械、器具、作業環境等に関する知識
ハ．作業者に対する教育等に関する知識
ニ．関係法令
講習料
建設長崎組合員 ６，０００円、組合員以外 ８，０００円（テキスト代込み）
受付方法
申請書、写真２枚（サイズ２．５�×３．０�）と講習料を１月１５日迄に学院本部か各支
部で受付。締切り後の申込受付はできませんのでご注意下さい。
※学院発行の作業主任者手帳取得者は、加筆するので手帳も一緒に提出のこと。

問い合わせ先 長崎県建設技術専門学院本部
TEL０９５－８６１－９２６１

十
月
二
十
六
日
�
、
北
松
支

部
鹿
町
分
会
で
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
鹿
町
文
化
祭
に
参

加
し
、
包
丁
研
ぎ
を
行
い
ま
し

た
。当

日
は
、
中
学
生
の
発
表
会

や
鹿
町
の
皆
さ
ん
が
い
ろ
ん
な

も
の
を
出
展
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

雨
の
た
め
か
、
包
丁
を
持
っ

て
く
る
方
は
少
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
公
民
館
の
も
の
や
隣
近

所
に
頼
ま
れ
た
包
丁
や
鎌
合
わ

せ
九
十
七
本
を
組
合
員
さ
ん
十

一
人
で
、
さ
び
付
い
た
も
の
も

き
れ
い
に
研
き
ま
し
た
。

お
昼
に
は
、
北
村
副
委
員
長

が
激
励
に
お
見
え
に
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
終
わ
り
に
は
鹿
町
役

場
の
職
員
と
力
合
わ
せ
て
、
テ

ン
ト
や
パ
ネ
ル
等
の
片
付
け
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。

最
後
に
感
謝
の
声
を
い
た
だ

き
、
来
年
も
参
加
す
る
こ
と
を

決
意
し
、
打
ち
上
げ
の
会
場
へ

と
向
か
い
ま
し
た
。
（
渕
上
）

参
加
者

（
敬
称
略
）

川
久
保

豊

田
中

祐
二

中
野

芳
行

川
尻

誠

川
久
保
喜
重

川
久
保

修

田
中

誠
次

湯
村

保

松
田

直

川
尻

和
彦

坂
中

善
男

北
村
副
委
員
長

室教理料会婦主部支村大

北松支部

浦上西支部

諫早支部

～美味しく出来た料理に大満足！～

～美味しい食事にお風呂、一日ゆっくり～

―伊王島へ日帰り旅行―

一本一本丁寧に研き上げるみなさん

－鹿町文化祭で包丁研ぎ－

竹とんぼを作り、子どもたちにプレゼント！

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５２１号 ４	建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００８年（平成２０年）１１月１５日発行
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若
獅
子
連「
匠
」

七
回
目
の
出
場

��

��

十
月
二
十
日
�
午
後
一
時
〜

長
崎
市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル
に

お
い
て
長
崎
県
産
業
安
全
衛
生

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
安
全
衛
生
大
会
は
平
成

十
一
年
か
ら
、
長
崎
労
働
局
が

後
援
で
長
崎
県
労
働
災
害
防
止

団
体
連
絡
協
議
会
の
主
催
で
毎

年
開
催
さ
れ
、
建
設
長
崎
か
ら

も
代
表
者
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
県
下
各
地
よ
り
各

会
社
か
ら
総
勢
四
五
〇
名
の
参

加
で
、
各
種
表
彰
や
快
適
職
場

事
例
発
表
、
更
に
は
こ
れ
か
ら

の
健
康
管
理
「
毎
日
を
い
き
い

き
と
」
の
タ
イ
ト
ル
で
特
別
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

建
設
長
崎
か
ら
は
、
長
崎
労

働
局
長
賞
で
功
績
賞
を
佐
世
保

東
支
部
丸
田
支
部
長
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

今
後
、
長
崎
県
産
業
安
全
衛

生
大
会
で
の
表
彰
者
が
、
建
設

長
崎
か
ら
も
多
く
輩
出
す
る
よ

う
に
祈
念
し
な
が
ら
、
労
働
災

害
に
十
分
注
意
さ
れ
、
皆
様
の

今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
致
し
ま

す
。

（
石
田
）

前
回
も
書
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
県
が
公
金
一
億
円

を
投
じ
て
全
面
支
援
し
て
来
た

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
「
バ
イ
オ
ラ

ボ
」
が
思
わ
ぬ
方
向
へ
進
み
始

め
て
い
ま
す
。

当
然
な
が
ら
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
が
悪
い
と
言
っ
て
い
る
訳
で

は
な
く
、
必
要
な
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
は
こ
れ
か
ら
も
そ
の
芽
を

摘
む
事
な
く
育
て
て
行
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
事
例
は
、
県
は
そ
の

実
態
が
「
過
剰
投
資
、
放
漫
経

営
」
と
総
括
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
程
度
が
あ
ま
り
に
も
常
識

を
超
え
た
、
だ
れ
の
目
に
も
異

常
と
し
か
見
れ
な
い
経
営
が
行

わ
れ
た
と
し
か
思
わ
れ
な
い
よ

う
な
事
実
が
明
ら
か
と
な
っ
て

来
ま
し
た
。

「
バ
イ
オ
ラ
ボ
」
は
二
〇
〇

三
年
に
設
立
さ
れ
、
製
薬
会
社

の
新
薬
開
発
の
際
の
動
物
実
験

を
受
託
す
る
義
務
を
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
格

的
な
事
業
開
始
に
至
ら
な
い
ま

ま
今
月
（
十
月
）
に
約
九
億
五

千
万
円
の
負
債
を
抱
え
て
破
産

の
申
し
立
て
を
行
い
ま
し
た
。

県
は
同
社
を
「
大
学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
」
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

し
て
育
成
の
方
針
を
決
め
、
出

資
金
六
千
万
円
、
補
助
金
四
千

万
円
の
計
一
億
円
を
投
じ
た
ほ

か
全
面
支
援
の
態
勢
を
取
り
ま

し
た
。
県
の
姿
勢
を
見
て
長
崎

市
も
補
助
金
八
千
六
百
万
円
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
影
響
も
あ
り
、

同
社
は
総
額
十
八
億
円
余
り
の

資
金
調
達
に
成
功
し
た
が
、
そ

の
投
資
も
無
駄
と
な
っ
た
。

議
会
は
久
木
野
社
長
ら
を
参

考
人
と
し
て
招
致
し
経
過
の
説

明
を
求
め
た
。
こ
の
中
で
設
備

投
資
の
無
計
画
性
が
浮
か
び
上

が
っ
た
。
当
初
一
億
二
千
万
円

と
し
て
い
た
中
国
へ
の
投
資
は

実
際
に
は
約
八
億
円
に
膨
ら
み
、

長
崎
の
本
社
ビ
ル
も
一
億
六
千

万
円
の
予
定
が
五
億
円
を
越
し

て
い
る
。
売
上
の
実
績
が
な
い

経
営
状
況
の
中
で
設
備
投
資
に

浪
費
を
続
け
て
い
た
。
工
事
の

途
中
で
社
長
が
設
計
変
更
を
繰

り
返
し
た
た
め
に
経
費
が
膨
ら

ん
だ
と
の
話
も
あ
る
。

単
な
る
放
漫
経
営
だ
け
で
は

済
ま
さ
れ
な
い
現
状
が
あ
り
、

そ
こ
に
多
額
の
公
金
が
投
入
さ

れ
て
い
る
。
議
会
は
あ
ら
ゆ
る

手
段
を
使
っ
て
、
そ
の
実
態
を

解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 総

勢
六
十
一
名
、
バ
ス
二
台
で
鹿
児
島
堪
能

十
月
二
十
七
〜
二
十
八
日
、

一
泊
二
日
の
日
程
で
「
指
宿
温

泉
＆
鹿
児
島
市
内
・
桜
島
・
知

覧
・
長
崎
鼻
」
に
支
部
旅
行
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
参

加
者
は
六
十
一
名
と
大
所
帯
、

朝
七
時
に
バ
ス
二
台
で
出
発
し

ま
し
た
。
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス

に
冷
や
し
て
お
い
た
ビ
ー
ル
を

飲
み
な
が
ら
、
一
路
鹿
児
島
へ
。

昼
に
は
薩
摩
ビ
ー
ル
園
に
到
着

し
ま
し
た
。
お
い
し
い
昼
食
の

後
、
黒
酢
工
場
の
見
学
に
行
き

ま
し
た
。
健
康
な
体
を
保
つ
に

は
黒
酢
が
良
い
と
、
自
分
用
、

お
土
産
用
と
皆
さ
ん
沢
山
の
黒

酢
を
買
っ
て
い
ま
し
た
。
次
に

向
か
っ
た
先
は
桜
島
。
雄
大
な

桜
島
を
バ
ッ
ク
に
夫
婦
で
記
念

撮
影
を
さ
れ
る
方
、
仲
間
同
士

で
記
念
撮
影
を
さ
れ
る
方
と
皆

さ
ん
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
回
数
も
増

え
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
フ
ェ

リ
ー
に
乗
っ
て
鹿
児
島
港
へ
入

り
、
宿
泊
先
の
指
宿
海
上
ホ
テ

ル
に
向
か
い
ま
し
た
。
ホ
テ
ル

に
到
着
す
る
と
、
宴
会
前
に

さ
っ
ぱ
り
し
た
い
と
、
指
宿
な

ら
で
は
の
天
然
砂
む
し
温
泉
へ

向
か
い
ま
し
た
。
雄
大
な
錦
江

湾
が
一
望
で
き
、
と
て
も
贅
沢

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
宴
会
会
場
に
は
名
物

の
黒
豚
料
理
を
は
じ
め
、
豪
華

な
夕
食
が
沢
山
並
ん
で
い
ま
し

た
。
宴
会
も
盛
り
上
が
り
、
芋

焼
酎
も
次
々
に
運
ば
れ
て
き
て

仲
居
さ
ん
も
大
忙
し
の
状
況
。

そ
ん
な
中
、
会
場
に
は
「
大
村

ヨ
カ
ヨ
カ
音
頭
」
の
テ
ー
プ
が

流
れ
、
皆
で
踊
り
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
日
の
為
に
と
準
備
し

て
き
た
衣
装
を
ま
と
っ
て
の
腹

踊
り
を
披
露
さ
れ
た
方
も
お
り
、

会
場
は
拍
手
と
笑
い
声
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
宴
会
の
後
は
、
夜

遅
く
ま
で
指
宿
の
夜
を
楽
し
む

人
、
再
び
温
泉
を
楽
し
む
人
と

様
々
で
し
た
。

二
日
目
は
、
長
崎
鼻
へ
向
け

て
出
発
。
朝
陽
が
あ
た
る
開
聞

岳
が
一
望
で
き
、
素
晴
ら

し
い
眺
め
が
広
が
っ
て
い

ま
し
た
。
次
に
知
覧
特
攻

平
和
会
館
を
見
学
し
、
最

後
に
鹿
児
島
市
内
で
昼
食

と
買
い
物
を
楽
し
ん
で
二

日
目
の
観
光
を
終
わ
り
ま

し
た
。

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
も
、

皆
さ
ん
元
気
に
旅
行
の
思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
賑

わ
い
の
ま
ま
無
事
に
大
村

へ
到
着
し
ま
し
た
。
思
い

出
に
残
る
楽
し
い
支
部
旅

行
に
な
り
ま
し
た
。

（
立
野
）

今
年
も
十
月
二
十
五
、
二
十

六
日
に
渡
り
、「
よ
さ
こ
い
さ
せ

ぼ
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
、
我
ら

建
設
長
崎

若
獅
子
連

匠
も

七
回
目
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

な
か
な
か
人
数
が
集
ま
ら
ず
、

二
十
五
人
足
ら
ず
で
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
に
な
く
充
実
し
た
演

舞
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

二
十
五
日
に
は
、
早
朝
よ
り

塚
本
支
部
長
、
書
記
局
の
方
々

よ
り
出
陣
式
の
激
励
を
受
け
、

相
川
執
行
委
員
長
は
じ
め
、
大

島
副
執
行
委
員
長
、
田
上
書
記

長
、
馬
渡
前
青
年
部
長
、
現
北

村
青
年
部
長
の
皆
さ
ん
が
応
援

に
駆
け
つ
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。

翌
二
十
六
日
に
は
、
金
子
県

議
も
わ
ざ
わ
ざ
応
援
に
来
て
下

さ
い
ま
し
た
。

両
日
に
渡
っ
て
、
佐
世
保
中

央
支
部
主
婦
会
の
皆
様
の
心
あ

た
た
か
い
ご
協
力
に
よ
り
無
事
、

怪
我
も
無
く
本
祭
を
終
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
本
部
、

県
北
各
支
部
の
皆
様
方
の
ご
寄

付
に
よ
り
円
滑
に
運
営
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
踊
り
子
一
同

感
謝
致
し
ま
す
。

佐
世
保
の
お
祭
り
は
終
わ
り

ま
し
た
が
、
各
地
区
で
行
わ
れ

る
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
、
建
設
長
崎
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

共
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

建
設
長
崎

若
獅
子
連

匠

代
表

本
田
英
樹

長長崎崎県県
産産業業安安全全衛衛生生大大会会

丸田勉氏（佐世保東支部長）

功労賞を受賞

県
議
会
だ
よ
り

１６

建設長崎大村支部旅行 平成２０年１０月２８日 於：知覧平和公園

長
崎
県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

バイオラボ�
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業務委託及び情報提供

�療養費・高額療養費、療養付
加金の給付に関する医療デー
タを作成するため、長崎県国
民健康保険団体連合会に被保
険者の資格情報、診療情報が
提供されています。

�交通事故や業務上の事故に起
因する診療の場合で、保険請
求されたものを自動車保険、
労災保険の適用とするため、
損保会社、労働基準監督署な
どに資格情報、診療情報が提
供されています。

�療養付加金の自動振込を行う
ため、郵便局に組合員氏名、
郵便貯金口座番号の情報が提
供されています。

�事業の円滑を図るため、給付
申請、資格に関する手続き、
保険料の徴収等については母
体組合に業務委託を行ってい
ます。

�健康診断の実施委託先（医療
機関等）に対し被保険者の情
報が提供されています。

�医療費通知の作成、及び無受
診者世帯の抽出を行うため、
長崎県国民健康保険団体連合
会に被保険者の資格情報、診
療情報が提供されています。

�被保険者の医療データの作成
や第三者行為の求償事務の委
託、診療報酬の審査支払のた
め、長崎県国民健康保険団体
連合会に被保険者の資格情報、
診療情報が提供されています。

�医療費の適正化を図るため、
診療内容の点検・審査の業務
委託先（中央保健）に対し診
療情報が提供されています。
（※�中央保健との間で個人
情報保護等に関する委託契約
を行っています。）

�交通事故等の場合で自動車保
険に医療費の請求ができる場
合は損保会社に診療情報が提
供されています。

情報の種類と利用目的

�保険請求された資
格と内容の審査及
び保険給付

�申請された給付金
の審査及び給付

�療養付加金の振込

�高額療養費の自己
負担区分の判定、
７０歳以上の負担割
合の判定、扶養家
族の認定確認

�被保険者の資格適
用（常時正確な資
格情報を確保する
ため適正に利用し
ています。）

�保険料の賦課、徴
収

�健康保持増進の事
業

�保健師による保健
指導

�医療費通知の発送
（健康に関する認
識を深め適正な保
険請求を推進する
ために利用しま
す。）

�保険請求された資
格と内容の審査、
及び保険請求の支
払

�レセプト（医療機関名、
診療年月、受診者氏名、
性別、生年月日、診療
科、傷病名、診療内容、
決定点数等の情報）

�傷病手当金・療養費・
高額療養費・移送費・
葬祭費・出産育児一時
金・出産手当金・療養
付加金・入院時食事療
養費標準負担額差額支
給の申請情報（申請者
の住所、氏名、生年月
日、傷病名、症状の経
過等の情報）

�郵便貯金口座情報（組
合員の氏名、郵便貯金
口座番号等の情報）

�所得に関する情報

�被保険者の住所、氏名、
生年月日、性別、資格
取得日・喪失日、保険
料入金情報等

�健康診断（被保険者の
住所、氏名、生年月日、
性別、健康診断結果票
等）

�医療費通知の実施（被
保険者の記号番号、被
保険者の住所、氏名、
生年月日、性別、資格
取得日、資格喪失日、
受診者氏名、性別、生
年月日、医療機関名、
診療年月、診療科、決
定点数等の診療情報）

�健康優良家庭の表彰

�レセプト（医療機関名、
診療年月、受診者氏名、
性別、生年月日、診療
科、傷病名、診療内容、
決定点数等の情報）

�第三者行為等の求償

１．保険給付に
必要な情報と
利用目的

２．資格の得喪
手続き、保険
料徴収等に必
要な情報と利
用目的

３．保健事業に
必要な情報と
利用目的

４．診療報酬の
審査・支払に
必要な情報と
利用目的

長崎県建設事業国民健康保険組合

個人情報保護に関する基本方針及び利用目的の公表等について
平成１７年４月１日より個人情報の保護に関する法律（以下「個人情報保護法」という）が施行されたこと

に伴い、長崎県建設事業国民健康保険組合（以下「長建国保」という）は、これまでも個人情報の保護につ

いては十分に配慮しておりますが、以下に掲げた通り個人情報の保護については、今後もさらに万全を尽く

していくことに努めてまいります。

《個人情報保護に関する基本方針》

長建国保は、被保険者の氏名・住所・性別・生年月日・電話番号のほか、適用に関する情報（資格得喪
日、職種、適用除外等）、レセプトに関する情報（保険医療機関名・傷病名・診療内容等）、現金給付に関
する情報（出産育児一時金・傷病手当金・葬祭費・高額療養費・療養付加金等）、給付調整に関する情報
（労働保険適用情報・損害賠償責務を負う者の氏名、事故の状況、自賠責及び任意保険の加入の有無等）、
保健事業に関する情報（健診実施機関名、健診受診日、利用鍼灸院並びに温泉施設名等）、保険料賦課に
関する情報（保険料賦課区分、家族数等）などの個人情報（特定の個人を識別できる情報）について、以
下の方針で取り扱います。
１．長建国保は、個人情報を取り扱うに当たっては、個人情報の保護に関する法律、国民健康保険組合に

おける個人情報取扱のためのガイドライン、及び長建国保の個人情報保護に関する規程等を厳正に遵
守します。

２．長建国保は、個人情報の収集にあたり、国民健康保険法等で収集が義務付けられている場合を除き、
被保険者に対し収集目的を明らかにし、あらかじめ同意をいただいた上でご提供いただきます。

３．長建国保は、被保険者からご提供いただいた個人情報を利用目的の範囲内のみ使用します。
４．長建国保は、利用目的を遂行するために業務を委託する場合を除き、個人情報を第三者に提供いたし

ません。但し、下記に該当する場合は、被保険者の同意を得ることなく、個人情報を第三者に提供す
る場合があります。

� 法令の定めに基づく場合
� 人の生命、身体又は財産の保護のために必要であって、被保険者の同意を得ることが困難である場合
	 公衆衛生の向上又は児童の健全な育成の推進のために必要であって、被保険者の同意を得ることが
困難である場合


 国の機関もしくは地方公共団体又はその委託を受けた者が、法令の定める事務を遂行することに対
して協力する必要がある場合であって、被保険者の同意を得ることにより当該事務の遂行に支障を及
ぼすおそれがある場合

５．次のような適正な管理を行うことで、常に個人情報の保護に努めます。
� 個人情報取扱責任者の選任による責任の所在の明確化
� 個人情報の漏えい、紛失、改ざん、誤用等を防止するための厳重なセキュリティ対策
	 個人データの盗難・紛失を防止するため、個人データを取り扱う情報システムの技術的安全管理の
実施


 個人情報保護についての職員等教育の徹底
６．利用目的遂行のために業務を委託する場合、個人情報委託の委託先の適正な管理及び監督を行います。
７．長建国保は、個人情報に対する問い合わせや苦情並びに開示、訂正、削除を求められたときは、法令

並びに個人情報保護に関する規則等に従い、対応します。
８．長建国保は、個人情報データベースに保管されている被保険者の個人情報をできる限り正確かつ最新

の内容に保つよう努めます。
９．この基本方針及び個人情報保護に関する規則等は、法令等の制定改廃や情勢の変化により適宜変更し

ます。

長崎県建設事業国民健康保険組合

《個人情報の利用目的について》
長建国保では、各種申請手続きの際に、被保険者みなさんから「住民票」「所得に関する資料」「健

康保険に関する各種証明書」などの提出をお願いしています。また、診療を受けられる保険医療機関

から診療報酬明細書（以下「レセプト」という）、人間ドック等の健診を受けられた保険医療機関か

らは「健康診断結果票」の提供を受けています。

これらは、被保険者みなさんの個人に関する大切な情報です。長建国保では、この個人情報の利用

目的を明確にし、みなさんにお知らせしておく必要があり、そして、これらの個人情報は利用目的以

外には使用されず、取り扱いにも慎重かつ厳重に行わなければなりません。

また、長建国保が行う国民健康保険事業は、国民健康保険法第２条において「被保険者の疾病、負

傷、出産または死亡に関しての必要な保険給付を行う」と規定され、法律に基づき事業運営を行って

います。特に建設国保は、建設現場に働く組合員とその家族の生命と健康を守る大切な制度として運

営されています。

長建国保で取得したすべての個人情報は、法令、規約に基づいた国民健康保険事業を行うために利

用されています。

※国民健康保険事業の円滑な事務を行うため、地方公共団体、保険医療機関、国民健康保険団体連合

会、他の医療保険者より被保険者の資格等の照会があった場合は資格情報が提供されます。

※長建国保は、国民健康保険事業の運営上において発生する事務については、母体の建設長崎に業務

委託をしています。

※個人情報に関する取り扱い、開示請求及び苦情、相談については建設長崎支部窓口、または長建国

保事務局までお問い合わせ下さい。

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５２１号 ６�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００８年（平成２０年）１１月１５日発行


